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１．概要（Summary） 
 当研究室で作製しているオンチップマイクロロボ

ット作製のために，ナノテクプラットフォーム事業に

登録されているマスク作製機器を使用し，高精度なオ

ンチップロボット作製を実現した． 
 

２．実験（Experimental） 
 実験においては，マスク作製装置 mPG101-UV，露

光装置 MJB-3，D-UV 等を用いて，製作を行った．当

研究室で研究開発を行なっているマイクロロボット

は形状が複雑でかつ，複数のレイヤー処理が必要なも

のもある．その中で，マイクロロボットとして把持機

構を有するマイクロロボットを作製しており，その作

製のためのマスク作製を DWL66 にて作製した． 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 作製したマイクロロボットを Fig.1 に示す．このマ

イクロロボットは梁構造を有しており，それを磁石で

駆動することで先端部分を開閉することが可能とな

る．そのため，その梁構造を比較的広い範囲で高精度

に作製する必要がある．Fig.1 に示しているものでは

３０ミクロンの梁が約１ｃｍの長さで作製されてい

る．結果として，先端の開閉を実現し，これにより細

胞操作を実現した． 
 

 
 
 

 

 

 
 
 

      Fig.1 Micro-robot made of Si 
 

４．その他・特記事項（Others） 
 なし． 
 
５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
 なし． 
 
６．関連特許（Patent） 
 把持機構を有するオンチップマイクロロボットと

して申請を準備中である． 
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